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豊岡市では、今年度から２年間にわたり、出石伝建地区の防災計画を策定するための調

査・分析を立命館大学歴史都市防災研究所にお願いしております。 

今年度（1 年目）の調査・分析内容について、出石伝建地区および周辺地区にお住まい

の皆さまへの報告、また意見交換を目的として伝建地区防災計画「住民報告会」を開催い

たします。 

今回は、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、より多くの方にご参加いただけ

るよう、出石庁舎会場＋オンライン（Zoom）での開催を予定しております。 

皆さまのご意見が防災計画へ直結する非常に重要な機会となります。 

ぜひご参加をお願いいたします。 
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▽日 時 令和 3 年 2 月 19 日(金) 

  
▽場 所 会場参加…豊岡市役所 出石庁舎 2階大会議室 

オンライン参加…ご自宅でパソコン・スマートフォン等をご準備ください  
▽対 象 ・出石伝建地区及び周辺地区にお住まいの皆さま 

・伝建事業にご興味のある方、どなたでも  
▽庁舎会場参加ご希望の方（定員 2０名、先着順） 
   出石振興局 地域振興課 伝建担当（0796-52-3111）までお電話ください 
 
▽オンライン参加ご希望の方 

・申し込みは、氏名・住所と「2/19住民報告会参加」の旨を、 
izushi-chiiki@city.toyooka.lg.jpまでメール送信してください 

・後日メールにてオンライン参加の通知をお送りいたします  
▽申込〆切 2月 1２日(金) 
 

★住民報告会

※例年２～３月に開催しています先進地視察研修は、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から中止とさせていただきます。 

 
オンラインでも 

ご参加ください 
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兵庫県立大学大学院 

京都府立大学大学院 

大手前大学 

出石まちなみ保存会 

魚屋在住 

八木在住 

田結庄在住 

出石城下町を活かす会 

弘道コミュニティ協議会 

出石まちづくり公社 

但馬國出石観光協会 

出石皿そば協同組合 

豊岡市出石消防団 

豊岡市消防本部出石分署 

防災計画策定にかかる事

業説明をはじめ、災害リス

クに応じた調査チームの調

査経過報告後、各委員から

ご意見をいただきました。 
 

※調査チームの詳細 

・建築意匠・防火意匠チーム 

・住民意識と防災活動の課

題調査チーム 

・地震対策（構造）チーム 

・火災対策チーム 

・水害対策チーム 

・地盤災害対策チーム 

・避難対策チーム 

昨年の 10 月 21 日

（水）に第 1回目の策定

委員会を開催しました。 
 
この委員会は、委員

14 名で構成されていま

す。 

委員長に兵庫県立大

学大学院室﨑氏、副委員

長に西池氏が就任され

ました。 

 

委員からの意見（一部抜粋） 

＜火災・避難経路について＞ 

住宅用火災警報器の設置率（空

き家を除く）は、県下でもトッ

プクラスで、出石町の住民の防

火意識は非常に高い。 

一方で、町家が通りに面して隙

間なく並んでいるため、火事が

発生した場合、避難経路が確保

しにくい課題がある。空き家の

トオリニワを通路にした消火

活動や避難が出来ないか。 

 

 

第 2 回策定委員会(3月 5日) 

↓ 

第 3 回策定委員会(10月頃) 

↓ 

住民報告会(12月頃) 

↓ 

第 4 回策定委員会(来年 1~2月） 

↓ 

伝建審議会(来年 2月頃) 

↓ 

防災計画完成 

↓ 

具体的な取り組みを開始 

防災訓練・学習会・ 

ワークショップ等の継続開催 

今後の流れ 

＜水利管理について＞ 

谷山川から保存地区に引き込ま

れている自然水利は、多様な観点

から有効活用されるべき資源だ

が、渇水期など十分に水量が得ら

れない場所がある。 

最も有効な活用の在り方につい

て、区長会・コミュニティの関係

団体等が集まった上で、防災も含

めてより客観的・総合的な管理方

法を検討してほしい。 
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▼昨年 1 月 7日に開催した防災計画ワークショップ報告会の様子▼  

第 2回目の策定委員会を 3月 5日(金)に開催します。 
 
調査・分析 1年目の集大成であり、昨年開催した防災ワークショップや第 1回策定委員

会、2 月 19 日に開催予定の住民報告会の内容を踏まえ、計画策定の２年目に向けた方針

を決定する重要な委員会です。 

今回も、調査チームそれぞれの調査経過報告を予定しており、傍聴可能な公開会議とし

ております。皆さんの生活と密接に関係する防災計画が、より良いものとなり、さらに安

心安全で魅力あふれる町になるよう、積極的なご参加をお願いいたします。 

 
 

▽日 時 
 
▽場 所 会場参加…豊岡市役所 出石庁舎 2階 大会議室 
      オンライン参加…ご自宅でパソコン・スマートフォン等をご準備ください 
 
▽対 象 ・出石伝建地区及び周辺地区にお住まいの皆さま 

・伝建事業にご興味のある方、どなたでも 
 
▽庁舎会場で傍聴をご希望の方（定員５名、先着順） 

出石振興局 地域振興課 伝建担当（0796-52-3111）までお電話ください 

▽オンラインで傍聴ご希望の方 
   ・申し込みは、氏名・住所と「3/5 策定委員会傍聴希望」の旨を 

izushi-chiiki@city.toyooka.lg.jpまでメール送信してください 
   ・後日メールにてオンライン参加の通知をお送りいたします 
 
▽申込〆切 2月 26 日(金) 
 

★第 2回策定委員会
 

コロナ対策のため、オンライン 

でも傍聴できます 
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 令和４（2022）年度 伝建事業希望者を募集します！ 

 

■豊岡市では、令和４（202２）年度伝建修理・修景事業の実施希望者を募集しています 

■現在、令和３年度は４件の希望物件を事業化（修理４件）する予定で、翌年令和４（202２）年度

に事業を希望される物件の募集を、令和３年４月１5日（木）まで行っています 

■修理事業だけでなく、修景事業も広く募集しますので、この機会にぜひ事業実施をご検討ください 

※国・県の採択枠がありますので、申請いただいても事業化を約束するものではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■募集事業■ ①修理事業＝｢伝統的建造物｣の登録建物で、外観の修理

（復原）、構造補強を行う工事 

  ※未登録でも登録される価値のある建物を含みます 

 ②修景事業＝昭和 30年代以降の建物、又はこれから新築

される建物で、外観を出石の町家の意匠や

デザインにする工事 

  ※門、塀なども対象になります 

■補助金額■ ①修理事業＝外観、構造工事費用の８割、上限 800万円 

 ②修景事業＝外観、構造工事費用の６割、上限 600万円 

■申請書類■ 出石振興局 地域振興課にあります 

■提 出 先■ 物件所在地の区長様宅（３月末までは令和２年度の区長様宅） 

■提出期限■ 令和３年４月１５日（木）必着 

■スケジュール■ 令和 3年 4月 事業希望者募集（4/15〆切） 

（予定） 5～6月 出石まちなみ保存会役員会で優先順位決定 

 5～7月 調査･基本設計【以降､建物現地確認等 数回あり】 

 令和 4年 2月 事業実施の可否の決定（国の採択・不採択） 

 4月～ 実施設計 

 6月頃～ 修理・修景工事の開始 

■そ の 他■ 申請にはいろいろな条件や制約があります 

 まずは、早めに出石振興局 地域振興課までご相談ください 

■問合せ先■ 豊岡市役所 出石振興局（℡：0796-52-3111） 

 

 

 

 

募 集 概 要 


